
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ ふれあいの里づくり丸山川 

【施設の状況写真】 

 

【施設の利用写真】 

 

【観光資源としての利用状況】 

丸山川は、山村と都市の住民交流施設の整備をすすめる「ふれあいの里づくり」の地域となっ

ています。ここでは設楽町（旧津具村）と田原市（旧田原町）が協力し、「つぐ高原グリーンパー

ク」を整備し、年間を通じて多くの人々が利用されています。丸山川は、「ふれあいの里」の中心

を流れ、「交流の水辺」の創造をめざし、水に親しめるように配慮されている。 

周囲の自然景観と調和した地元

産の山石による岩組護岸を用い

て、水に親しめる配慮を施してい

る。 

川で戯れる家族連れの

観光客。 



（様式２）

テーマ ふれあいの里づくり丸山川 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     丸山川 

○所在地   愛知県北設楽郡設楽町津具字東山地内 

○事業名   通常砂防事業（水と緑の砂防モデル事業） 

○事業主体  愛知県 

○事業期間  昭和６３年度～平成７年度 

【社会資本の役割・効果】 

 丸山川は、豪雨により渓岸が浸食され、土砂が下流に流れていたが、護岸工の完成により土

砂流出が低減された。周囲の自然景観と調和を図る山石を用いた岩組護岸を採用し、水と緑の

調和を図っている。 

【位置図】 

 

【関連ホームページ】  

 


